
度
に
創
設
さ
れ
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事

業
を
通
じ
て
、「
集
落
内
の
資
源
は
す
べ
て
地
区
住
民

の
財
産
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
非
農
家
を
含
む
集
落
全

員
に
浸
透
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
成
十
九
年
度
に

は
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」
が
始
ま
っ

た
。
そ
こ
で
、
急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
に
対
応
す
る

た
め
の
条
件
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
の
機
運
が
高
ま
り
、

農
作
業
受
託
の
窓
口
・
受
け
皿
と
し
て
の
「
田
代
農
用

地
利
用
組
合
」
が
同
年
結
成
さ
れ
た
。

　

初
年
度
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
始
ま
っ
た
作
業
受
託
面
積

は
、
以
後
順
調
に
推
移
し
、
平
成
二
十
四
年
度
に
は
五

名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、
水
稲
・
飼
料
作
物
を
中
心
に
、

植
付
け
、
収
穫
、
畦
畔
管
理
等
の
作
業
で
延
べ
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
受
託
し
て
お
り
、
そ
の
面
積
は
今
も
拡
大
傾

向
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
集
落
の
認
定
農
業
者
数
は
、
四
経
営

体
（
平
成
十
九
年
度
）
か
ら
一
三
経
営
体
（
平
成

二
十
四
度
）
に
増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
一
一
経
営
体
に

は
後
継
者
が
お
り
、
五
経
営
体
で
は
既
に
二
〇
代
か
ら

四
〇
代
へ
の
経
営
移
譲
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
農
道

や
水
路
の
管
理
や
除
草
な
ど
、
一
人
で
は
困
難
な
保
全

管
理
活
動
は
、
集
落
住
民
総
出
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

非
農
家
も
積
極
的
に
話
し
合
い
に
参
加
し
、
様
々
な
協

力
体
制
が
稼
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
将
来
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
高
齢
者
農
家

に
と
っ
て
は
、
地
区
内
の
農
作
業
委
託
先
が
明
確
に

な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
若
者
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
が
ん
ば
り
、
地
域
に
お
け
る
一
〇
年
先
の
経
営
見
通

し
が
た
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
安
心
感
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
地
区
内
に
は

目
立
っ
た
耕
作
放
棄
地
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

田
代
集
落
の
生
活
環
境
や
文
化
の
面
で
も
、
重
要
な

変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
か
つ
て
の
集
落
の
若
者
た
ち
は
、

就
職
な
ど
の
た
め
に
集
落
外
に
居
住
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
は
、
若
者
た
ち
の
な
か
に
、
自

分
た
ち
の
子
ど
も
を
集
落
の
豊
か
な
自
然
と
郷
土
文
化

の
な
か
で
育
て
よ
う
、
と
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
。「
十
五
夜
祭
」「
竹
は
し
ら
か
し
」
等
の
旧
薩
摩
藩

由
来
の
郷
土
芸
能
が
現
在
で
も
数
多
く
受
け
継
が
れ
て

お
り
、
中
で
も
四
〇
〇
年
以
上
継
承
さ
れ
て
い
る
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
祭
り
の
「
打う

ち

植え

祭さ
い

」
は
、
平
成
十
三

年
に
宮
崎
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
郷
土
芸
能
を
継
承
す
る
活
動
を
通
じ
、
集
落

の
一
体
感
と
世
代
間
の
親
交
が
、
ま
す
ま
す
深
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

資
料
：
公
益
財
団
法
人
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
編
〝
平
成
二
十
五
年

度
農
林
水
産
祭
受
賞
者
の
業
績
〞

打植祭

整備事業前 整備事業後

こ
の
集
落
の
特
長
は
、
老
年
世
代
と
若
年
世
代
が

相
互
に
影
響
し
合
い
、
特
に
若
年
世
代
の
情
熱

的
な
取
組
が
原
動
力
と
な
っ
て
、
農
業
の
活
性
化
、
若

者
の
定
住
化
等
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
象
徴
す
る
の
が
、
集
落
外
か
ら
戻
っ
て
き
た

若
者
た
ち
が
団
結
し
て
始
め
た
〝
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
で
あ
る
。「
楽
し
い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
、

「
す
ぐ
に
」、「
で
き
る
こ
と
か
ら
」、「
ま
ず
」
は
や
っ

て
み
る
、
で
も
決
し
て
「
背
伸
び
は
し
な
い
」。
こ
の

五
点
が
田
代
自
治
会
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
、
と
言
う
。

　

ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
地
域
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
農
道
沿
い
や
農
業
用
施
設
周
辺

を
〝
ひ
ま
わ
り
〞
で
囲
む
。
さ
ら
に
、
転
作
田
に
植
え

た
〝
ひ
ま
わ
り
〞
で
〝
迷
路
〞
を
作
っ
て
集
落
内
外
の

子
ど
も
た
ち
が
タ
イ
ム
レ
ー
ス
を
競
っ
て
楽
し
む
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
〝
ひ
ま
わ
り
〞
畑
で
結
婚
式

を
挙
げ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新

聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
田
代
集
落
の
活
動
が

一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
採
取
さ
れ
た

ひ
ま
わ
り
の
種
か
ら
食
用
油
を
製
造
す
る
組
織
も
作
ら

れ
、
集
落
内
の
児
童
に
は
、
搾
油
体
験
を
通
じ
た
「
食

育
」
の
機
会
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
世
代
を
超

え
て
楽
し
く
参
加
す
る
様
が
眼
に
映
る
。

　

も
と
よ
り
、
ベ
ー
ス
と
な
る
農
業
生
産
活
動
は
、
こ

の
間
と
て
も
活
発
化
し
て
い
る
。
青
く
澄
む
湧
水
を
溜

め
る
「
陣
の
池
」
か
ら
の
用
水
を
た
っ
ぷ
り
利
用
し
て
、

減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
高
品
質
米
の
栽
培
に
加

え
、
台
地
上
で
は
露
地
・
施
設
園
芸
が
盛
ん
で
、
里
芋
、

ほ
う
れ
ん
草
、
ピ
ー
マ
ン
、
イ
チ
ゴ
な
ど
多
種
多
様
な

営
農
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

と
は
言
え
、
本
地
域
で
「
中
山
間
地
域
農
村
活
性
化

総
合
整
備
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
平
成
四
年
度
以
前
は
、

不
整
形
の
小
区
画
田
群
に
各
戸
の
持
ち
分
が
散
在
し
て

い
る
状
況
で
、
生
産
効
率
は
決
し
て
高
く
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
同
事
業
に
よ
っ
て
農
業
基
盤
整
備
と
所
有
区
画

の
整
理
統
合
が

行
わ
れ
、
事
業

前
に
は
市
平
均

の
七
割
程
度
と

低
水
準
で
あ
っ

た
集
落
の
平
均

所
得
は
、
市
の

平
均
レ
ベ
ル
に

ま
で
押
し
上
げ

ら
れ
た
。

　

平
成
十
二
年

ひまわり迷路

ひまわり畑結婚式

陣の池

“むらづくり”部門で天皇杯に輝いた
『田代自治会』
（宮崎県えびの市）
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天皇杯
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度
に
創
設
さ
れ
た
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交
付
金
事

業
を
通
じ
て
、「
集
落
内
の
資
源
は
す
べ
て
地
区
住
民

の
財
産
で
あ
る
」
と
の
考
え
を
非
農
家
を
含
む
集
落
全

員
に
浸
透
さ
せ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
平
成
十
九
年
度
に

は
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
事
業
」
が
始
ま
っ

た
。
そ
こ
で
、
急
速
に
進
行
す
る
高
齢
化
に
対
応
す
る

た
め
の
条
件
づ
く
り
を
進
め
よ
う
と
の
機
運
が
高
ま
り
、

農
作
業
受
託
の
窓
口
・
受
け
皿
と
し
て
の
「
田
代
農
用

地
利
用
組
合
」
が
同
年
結
成
さ
れ
た
。

　

初
年
度
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
始
ま
っ
た
作
業
受
託
面
積

は
、
以
後
順
調
に
推
移
し
、
平
成
二
十
四
年
度
に
は
五

名
の
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
が
、
水
稲
・
飼
料
作
物
を
中
心
に
、

植
付
け
、
収
穫
、
畦
畔
管
理
等
の
作
業
で
延
べ
八
ヘ
ク

タ
ー
ル
を
受
託
し
て
お
り
、
そ
の
面
積
は
今
も
拡
大
傾

向
に
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
集
落
の
認
定
農
業
者
数
は
、
四
経
営

体
（
平
成
十
九
年
度
）
か
ら
一
三
経
営
体
（
平
成

二
十
四
度
）
に
増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
一
一
経
営
体
に

は
後
継
者
が
お
り
、
五
経
営
体
で
は
既
に
二
〇
代
か
ら

四
〇
代
へ
の
経
営
移
譲
が
な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
農
道

や
水
路
の
管
理
や
除
草
な
ど
、
一
人
で
は
困
難
な
保
全

管
理
活
動
は
、
集
落
住
民
総
出
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

非
農
家
も
積
極
的
に
話
し
合
い
に
参
加
し
、
様
々
な
協

力
体
制
が
稼
動
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
将
来
に
不
安
を
抱
え
て
い
た
高
齢
者
農
家

に
と
っ
て
は
、
地
区
内
の
農
作
業
委
託
先
が
明
確
に

な
っ
た
こ
と
に
加
え
て
、
若
者
が
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
と
し

て
が
ん
ば
り
、
地
域
に
お
け
る
一
〇
年
先
の
経
営
見
通

し
が
た
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
安
心
感
を
持
つ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の
た
め
、
地
区
内
に
は

目
立
っ
た
耕
作
放
棄
地
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

　

田
代
集
落
の
生
活
環
境
や
文
化
の
面
で
も
、
重
要
な

変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
か
つ
て
の
集
落
の
若
者
た
ち
は
、

就
職
な
ど
の
た
め
に
集
落
外
に
居
住
す
る
こ
と
が
多

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
今
は
、
若
者
た
ち
の
な
か
に
、
自

分
た
ち
の
子
ど
も
を
集
落
の
豊
か
な
自
然
と
郷
土
文
化

の
な
か
で
育
て
よ
う
、
と
の
機
運
が
盛
り
上
が
っ
て
い

る
。「
十
五
夜
祭
」「
竹
は
し
ら
か
し
」
等
の
旧
薩
摩
藩

由
来
の
郷
土
芸
能
が
現
在
で
も
数
多
く
受
け
継
が
れ
て

お
り
、
中
で
も
四
〇
〇
年
以
上
継
承
さ
れ
て
い
る
五
穀

豊
穣
を
祈
願
す
る
祭
り
の
「
打う

ち

植え

祭さ
い

」
は
、
平
成
十
三

年
に
宮
崎
県
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
郷
土
芸
能
を
継
承
す
る
活
動
を
通
じ
、
集
落

の
一
体
感
と
世
代
間
の
親
交
が
、
ま
す
ま
す
深
め
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。

資
料
：
公
益
財
団
法
人
日
本
農
林
漁
業
振
興
会
編
〝
平
成
二
十
五
年

度
農
林
水
産
祭
受
賞
者
の
業
績
〞

打植祭

整備事業前 整備事業後

こ
の
集
落
の
特
長
は
、
老
年
世
代
と
若
年
世
代
が

相
互
に
影
響
し
合
い
、
特
に
若
年
世
代
の
情
熱

的
な
取
組
が
原
動
力
と
な
っ
て
、
農
業
の
活
性
化
、
若

者
の
定
住
化
等
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
こ
と
を
象
徴
す
る
の
が
、
集
落
外
か
ら
戻
っ
て
き
た

若
者
た
ち
が
団
結
し
て
始
め
た
〝
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
〞
で
あ
る
。「
楽
し
い
」
と
思
っ
た
こ
と
は
、

「
す
ぐ
に
」、「
で
き
る
こ
と
か
ら
」、「
ま
ず
」
は
や
っ

て
み
る
、
で
も
決
し
て
「
背
伸
び
は
し
な
い
」。
こ
の

五
点
が
田
代
自
治
会
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
、
と
言
う
。

　

ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
は
、
地
域
の
活

性
化
を
目
的
と
し
て
、
農
道
沿
い
や
農
業
用
施
設
周
辺

を
〝
ひ
ま
わ
り
〞
で
囲
む
。
さ
ら
に
、
転
作
田
に
植
え

た
〝
ひ
ま
わ
り
〞
で
〝
迷
路
〞
を
作
っ
て
集
落
内
外
の

子
ど
も
た
ち
が
タ
イ
ム
レ
ー
ス
を
競
っ
て
楽
し
む
。
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
〝
ひ
ま
わ
り
〞
畑
で
結
婚
式

を
挙
げ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
新

聞
に
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
田
代
集
落
の
活
動
が

一
躍
有
名
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
こ
こ
で
採
取
さ
れ
た

ひ
ま
わ
り
の
種
か
ら
食
用
油
を
製
造
す
る
組
織
も
作
ら

れ
、
集
落
内
の
児
童
に
は
、
搾
油
体
験
を
通
じ
た
「
食

育
」
の
機
会
も
提
供
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
世
代
を
超

え
て
楽
し
く
参
加
す
る
様
が
眼
に
映
る
。

　

も
と
よ
り
、
ベ
ー
ス
と
な
る
農
業
生
産
活
動
は
、
こ

の
間
と
て
も
活
発
化
し
て
い
る
。
青
く
澄
む
湧
水
を
溜

め
る
「
陣
の
池
」
か
ら
の
用
水
を
た
っ
ぷ
り
利
用
し
て
、

減
農
薬
、
減
化
学
肥
料
に
よ
る
高
品
質
米
の
栽
培
に
加

え
、
台
地
上
で
は
露
地
・
施
設
園
芸
が
盛
ん
で
、
里
芋
、

ほ
う
れ
ん
草
、
ピ
ー
マ
ン
、
イ
チ
ゴ
な
ど
多
種
多
様
な

営
農
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。

　

と
は
言
え
、
本
地
域
で
「
中
山
間
地
域
農
村
活
性
化

総
合
整
備
事
業
」
が
実
施
さ
れ
る
平
成
四
年
度
以
前
は
、

不
整
形
の
小
区
画
田
群
に
各
戸
の
持
ち
分
が
散
在
し
て

い
る
状
況
で
、
生
産
効
率
は
決
し
て
高
く
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
同
事
業
に
よ
っ
て
農
業
基
盤
整
備
と
所
有
区
画

の
整
理
統
合
が

行
わ
れ
、
事
業

前
に
は
市
平
均

の
七
割
程
度
と

低
水
準
で
あ
っ

た
集
落
の
平
均

所
得
は
、
市
の

平
均
レ
ベ
ル
に

ま
で
押
し
上
げ

ら
れ
た
。

　

平
成
十
二
年

ひまわり迷路

ひまわり畑結婚式

陣の池

“むらづくり”部門で天皇杯に輝いた
『田代自治会』
（宮崎県えびの市）

3

農林水産祭中央審査委員会長

千賀　裕太郎

天皇杯
のむらづくりを訪ねて
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